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一
、
出
生
か
ら
終
戦
ま
で

私
は
、
風
光
明
媚
な
富
士
山
の
麓
、
山
中
湖
畔
に
生
ま

れ
、
山
中
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
満
州
国
奉
天
飛
行
機
製

作
所
、
製
作
工
養
成
学
校
に
入
所
し
、
軍
用
機
製
作
工
程

を
卒
業
し
、
航
空
隊
技
官
（
軍
属
）
と
し
て
陸
軍
航
空
隊

ハ
ル
ピ
ン
第
七
二
五
部
隊
（
航
空
隊
審
査
部
ハ
ル
ピ
ン
支

部
）
に
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
四
月
一
日
に
入
隊
。

ハ
ル
ピ
ン
郊
外
の
飛
行
場
に
お
い
て
飛
行
機
の
整
備
や
飛

行
兵
の
技
術
教
育
に
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
軍
が
国
境
を
突
破
し
て

満
州
国
に
南
下
し
た
と
の
情
報
を
聞
き
、
八
月
十
五
日
に

大
本
営
か
ら
陛
下
の
終
戦
の
詔
勅
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
も

上
司
か
ら
聞
き
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
日
本
が
敗
戦
す
る
と

は
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
デ
マ
だ
」
と
部
隊
は
飛
行

場
の
周
辺
警
備
を
厳
重
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
八
月
二
十

三
日
早
朝
、
ソ
連
戦
車
に
包
囲
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
戦
わ
ず

し
て
武
装
解
除
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
ど
も
は
九
月
一
日
の
早
朝
、「
日
本
へ
帰
る
ぞ
（
東

京
ダ
モ
イ
）」
と
い
う
ソ
連
将
校
の
命
令
が
あ
り
、
ハ
ル

ピ
ン
駅
か
ら
有
蓋
貨
車
に
押
し
込
ま
れ
、
牡
丹
江
か
ら
図

ま
で
南
下
し
ま
し
た
。「
日
本
ダ
モ
イ
」
を
信
じ
て
喜

ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
図

駅
で
下
車
。「
こ
こ
か
ら
ウ
ラ

ジ
オ
港
へ
行
く
の
だ
」
と
、
徒
歩
で
ソ
満
国
境
の
原
野
を
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一
週
間
も
行
軍
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
九
月
半
ば
、
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
沿
い
の
田
舎
駅
か
ら
ま
た
有
蓋
家
畜
輸
送
車
に
乗

せ
ら
れ
、
今
度
は
南
下
で
な
く
大
き
な
ア
ム
ー
ル
河
に

沿
っ
て
北
上
か
ら
北
上
、
ま
た
一
週
間
も
運
ば
れ
、
着
い

た
大
き
な
街
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
と
い
う
シ
ベ
リ
ア
第
一

の
重
工
業
都
市
で
し
た
。

二
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
収
容
所
で
労
働
に
従
事

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
約
六
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
ア
ム
ー
ル
河
を
通
じ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
と
船
舶
の
航
行
も
可
能
で
あ
り
、
シ

ベ
リ
ア
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
五
カ
年
計
画
振
興
軍
事

基
地
と
し
て
要
塞
化
さ
れ
、
飛
行
場
も
あ
り
、
飛
行
機
製

作
所
、
戦
車
製
作
所
、
鉄
工
場
等
の
軍
事
工
場
や
、
レ
ン

ガ
工
場
、
木
材
工
場
等
、
産
業
都
市
と
し
て
も
活
力
あ
る

都
市
の
よ
う
で
し
た
。

私
ど
も
の
収
容
さ
れ
た
場
所
は
ア
ム
ー
ル
河
か
ら
約
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
小
高
い
山
村
の
第
十
八
収
容
所
と

呼
ば
れ
、
元
ド
イ
ツ
人
捕
虜
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
半
地

下
式
の
レ
ン
ガ
造
り
の
小
学
校
の
よ
う
な
大
き
な
宿
舎
で

し
た
。
ペ
ー
チ
カ
式
で
保
温
も
よ
く
電
灯
も
あ
り
、
比
較

的
に
生
活
環
境
は
よ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
十
月

初
旬
だ
と
い
う
の
に
既
に
雪
は
積
も
り
、
夜
は
零
下
三
〇

度
と
い
う
寒
さ
の
中
で
、
衣
服
は
夏
服
の
ま
ま
冬
衣
の
支

給
も
な
く
、
食
糧
も
満
州
か
ら
調
達
し
て
き
た
ト
ウ
キ

ビ
、
ア
ワ
、
ヒ
エ
、
大
豆
の
類
で
米
は
な
く
、
黒
パ
ン
も

定
量
は
支
給
さ
れ
ず
、
毎
日
空
腹
、
空
腹
で
、
こ
の
冬
に

か
け
て
栄
養
失
調
の
病
人
が
続
出
し
て
多
く
の
戦
友
が
死

亡
し
ま
し
た
。

私
は
幸
い
飛
行
機
製
作
技
術
者
で
し
た
の
で
、
同
技
師

四
人
一
組
と
な
っ
て
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
飛
行
機
製
作
所
に

行
き
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
等
か
ら
捕
獲
し
て
き
た
日
本
軍
の

飛
行
機
の
整
備
、
修
理
、
点
検
等
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ソ
連
軍
で
は
日
本
人
の
技
術
者
を
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
呼
ん
で
、
そ
の
対
応
も
よ
く
、
仕
事
に
ノ
ル
マ
も

な
く
、
私
ど
も
に
待
遇
も
よ
か
っ
た
の
で
、
こ
の
種
の
工

場
に
通
っ
て
い
る
間
は
割
合
楽
な
労
働
で
し
た
が
、
た
ま

に
他
の
戦
友
の
代
わ
り
に
建
設
現
場
や
道
路
工
事
、
コ
ル
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ホ
ー
ズ
農
場
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
た
日
は
、
重
い
ノ
ル
マ

の
た
め
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
が
精
い
っ
ぱ
い
で
苦
し

ん
だ
も
の
で
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
他
の
作
業
で
コ

ル
ホ
ー
ズ
の
農
園
手
伝
い
に
出
た
と
き
、
私
と
同
郷
（
隣

村
）
で
忍
野
村
忍
草
の
渡
辺
喜
三
兄
と
出
会
い
、
約
一
時

間
も
同
じ
農
園
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
奇

遇
は
一
生
忘
れ
得
な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
、
飛
行
機
で
の
脱
走
果
た
せ
ず
中
止

昭
和
二
十
二
年
四
月
初
旬
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
私
ど

も
は
捕
虜
生
活
に
も
な
れ
、
技
術
者
と
い
う
特
典
も
あ
っ

て
ソ
連
兵
の
監
視
も
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
な
か
っ
た
の
で
、

東
京
出
身
の
先
輩
技
官
か
ら
「
我
々
は
一
生
技
術
者
と
し

て
ソ
連
で
酷
使
さ
れ
る
だ
け
だ
、
皆
で
飛
行
機
で
脱
走
し

よ
う
」
と
提
案
が
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
気
に
な
っ
て
皆

で
計
画
を
立
て
、
ま
ず
「
コ
ム
ソ
の
飛
行
場
か
ら
カ
ラ
フ

ト
の
飛
行
場
へ
」
と
経
路
を
決
め
、
脱
走
機
の
整
備
も
終

え
燃
料
給
油
の
段
階
ま
で
準
備
を
了
し
た
が
、
ど
う
し
て

も
給
油
の
方
便
が
立
た
ず
や
む
な
く
中
止
し
た
の
で
し

た
。あ

の
と
き
、
無
謀
な
脱
走
で
も
し
た
も
の
な
ら
、
ど
こ

か
で
捕
ま
っ
て
銃
殺
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
と

ゾ
ッ
と
す
る
思
い
で
す
。

同
年
八
月
初
旬
頃
、
私
ど
も
飛
行
場
勤
務
の
戦
友
達
四

人
と
、
同
収
容
所
か
ら
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
中
央
病
院
に
入

院
し
て
い
た
病
弱
者
約
三
百
五
十
人
が
「
東
京
ダ
モ
イ
」

と
い
う
こ
と
で
収
容
所
長
の
命
令
が
出
て
、
コ
ム
ソ
モ
リ

ス
ク
駅
か
ら
貨
車
で
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
夜
間
の
み
輸
送
さ

れ
、
ナ
ホ
ト
カ
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
の

収
容
所
で
は
、「
日
本
上
陸
」
の
準
備
と
し
て
「
日
本
革

命
の
た
め
の
民
主
教
育
を
す
る
」
と
言
っ
て
二
週
間
く
ら

い
、
革
命
理
論
や
「
赤
旗
の
歌
」
な
ど
教
え
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
私
ど
も
は
黙
っ
て
真
剣
に
勉
強
し
ま
し
た
。
私

は
、
日
本
国
家
を
革
命
す
る
か
、
こ
の
ま
ま
再
建
す
る
か

は
、
ま
ず
生
き
て
日
本
に
帰
っ
て
考
え
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
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四
、
帰
国
後
の
生
活
と
子
孫
へ
の
遺
言

昭
和
二
十
二
年
八
月
十
三
日
、
私
ど
も
二
千
人
の
同
志

は
、
日
の
丸
の
旗
を
な
び
か
せ
た
日
本
の
輸
送
船
「
遠
州

丸
」
に
乗
船
を
許
さ
れ
、「
こ
れ
で
生
き
て
故
郷
へ
帰
れ

る
ぞ
」
と
感
激
し
な
が
ら
飛
び
乗
り
、
八
月
十
五
日
、
夢

に
見
た
舞
鶴
港
に
上
陸
、
翌
十
六
日
、
富
士
山
の
麓
、
山

中
湖
畔
の
父
母
の
待
つ
我
が
家
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
父
の
事
業
を
継
い
で
旭
ヶ
丘
の
別
荘
地

に
家
を
建
て
、
観
光
客
を
相
手
に
ホ
テ
ル
事
業
を
経
営
し

国
家
再
建
の
た
め
働
い
て
、
妻
良
子
と
と
も
に
元
気
な
二

男
を
育
て
幸
福
な
生
活
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
労
苦
調

査
を
申
し
上
げ
る
に
際
し
て
、
子
孫
や
国
民
の
皆
さ
ん
に

ぜ
ひ
お
願
い
し
て
お
き
た
い
こ
と
を
次
に
申
し
上
げ
ま

す
。１

戦
争
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

２

家
庭
の
者
は
み
ん
な
仲
よ
く
し
て
、
よ
く
働
き
、

幸
福
な
家
庭
生
活
を
し
て
下
さ
い
。

以
上
を
お
願
い
し
て
、
私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
調

査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

強
制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦

山
梨
県

渡

辺

喜

明

一
、
出
生
か
ら
終
戦
ま
で

私
は
、
霊
峰
富
士
山
の
麓
、
富
士
吉
田
市
新
倉
に
生
ま

れ
ま
し
た
が
、
故
あ
っ
て
忍
野
村
内
野
で
育
ち
、
忍
野
高

等
小
学
校
卒
業
後
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
月
、

山
中
郵
便
局
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
時

下
、
現
役
兵
と
し
て
東
京
代
々
木
第
七
部
隊
（
輜
重
兵
連

隊
）
に
召
集
さ
れ
、
昭
和
十
六
年
七
月
十
七
日
入
隊
、
直

ち
に
満
州
国
浜
江
省
ハ
ル
ピ
ン
第
四
五
一
部
隊
に
転
入
さ

れ
、
大
連
経
由
で
ハ
ル
ピ
ン
駐
屯
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

私
は
、
農
家
育
ち
で
農
耕
馬
を
取
り
扱
っ
て
い
て
馬
の

飼
育
や
調
教
が
上
手
だ
っ
た
の
で
、
中
隊
一
の
馬
匹
訓
練

士
と
し
て
下
士
官
（
班
長
）
に
任
官
し
ま
し
た
が
、
部
隊

は
昭
和
十
九
年
九
月
、
黒
河
省
孫
呉
に
移
駐
し
、
私
ど
も
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